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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒座標を使用して記述される検査空間の軸方向を規定する実質的に静止主磁場を持つ
前記検査空間を持つ磁気共鳴ＭＲ撮像システムに対するＴＥＭ型ＲＦアンテナ装置におい
て、
　前記ＴＥＭ型ＲＦアンテナ装置が、導電性材料から作られる複数のラングを有し、
　前記複数のラングの各ラングが、動作状態において実質的に前記軸方向に平行に配置さ
れる少なくとも１つの軸部材を持ち、
　前記複数のラングの前記軸部材が、中心軸に関して実質的に等間隔の関係で方位角方向
に沿って配置され、
　前記ラングの各々の前記少なくとも１つの軸部材が、２つの端部領域を持ち、
　前記方位角方向に関して隣接して配置された前記複数のラングの少なくとも２つのラン
グに対して、各ラングが、当該ラングのみの前記軸部材の前記端部領域の１つにガルバニ
ックに接続される少なくとも１つの横部材を有し、
　動作状態において、前記隣接したラングの前記少なくとも１つの横部材は、各ラングの
前記軸部材の前記端部領域の１つから少なくとも実質的に同一の方位角方向に延在し、少
なくとも実質的に同一の方位角座標を持つ前記２つのラングの前記横部材の各々における
少なくとも１つの場所が存在するように実質的に配置される、
ＴＥＭ型ＲＦアンテナ装置。
【請求項２】
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　動作の第１の時間において原子核の共振励起に対して前記検査空間にＲＦ場を印加し、
前記動作の第１の時間とは異なる動作の他の時間において前記原子核により発せられる磁
気共鳴ＲＦエネルギを受信するように設けられる、請求項１に記載のＴＥＭ型ＲＦアンテ
ナ装置。
【請求項３】
　横電磁モードＴＥＭ共振器型ボディコイルとして動作されるように設けられる、請求項
１又は２に記載のＴＥＭ型ＲＦアンテナ装置。
【請求項４】
　前記隣接して配置されたラングの各々の前記横部材は、実質的に同一の方位角座標を持
つ前記２つのラングの前記横部材の前記少なくとも１つの場所が、前記ＴＥＭ型ＲＦアン
テナ装置の中心軸に関して実質的に同一の動径座標を持つように実質的に配置される、請
求項１乃至３のいずれか一項に記載のＴＥＭ型ＲＦアンテナ装置。
【請求項５】
　前記隣接して配置されたラングの各々の前記横部材は、実質的に同一の方位角座標を持
つ前記２つのラングの前記横部材の前記少なくとも１つの場所が、実質的に同一の軸方向
座標を持つように実質的に配置される、請求項１乃至３のいずれか一項に記載のＴＥＭ型
ＲＦアンテナ装置。
【請求項６】
　前記方位角方向に関して隣接して配置された前記複数のラングの１つのラングの少なく
とも１つの横部材の中心線が、空間内の直線である、請求項１乃至５のいずれか一項に記
載のＴＥＭ型ＲＦアンテナ装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの横部材の各々が、少なくとも２つの実質的に直線の部分を有し、
前記２つの直線部分が、鈍角を形成するように配置される、請求項１乃至６のいずれか一
項に記載のＴＥＭ型ＲＦアンテナ装置。
【請求項８】
　前記横部材の少なくとも１つの横部材の中心線が、端点以外の全ての場所において微分
可能である曲線として成形される、請求項１乃至７のいずれか一項に記載のＴＥＭ型ＲＦ
アンテナ装置。
【請求項９】
　前記曲線が、実質的に円弧の一部である、請求項８に記載のＴＥＭ型ＲＦアンテナ装置
。
【請求項１０】
　磁気共鳴ＭＲ撮像システムにおいて、
　関心対象を中に配置するように設けられる検査空間と、
　前記検査空間において実質的に静止磁場を生成する主磁石であって、前記実質的に静止
磁場が、前記検査空間の中心軸に平行に向けられる、主磁石と、
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の少なくとも１つのＴＥＭ型ＲＦアンテナ装置と
、
を有するＭＲ撮像システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磁気共鳴（ＭＲ）撮像システムの検査空間に対してＲＦ場を印加する無線周
波数（ＲＦ）アンテナ装置、及びこのようなＲＦアンテナ装置の少なくとも１つを採用す
るＭＲ撮像システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　磁気共鳴（ＭＲ）撮像の分野において、バードケージ型コイルが、ＲＦアンテナとして
、特に、例えば、横電磁モード（ＴＥＭ、transversal electromagnetic mode）型共振器
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と比較して優れた電力効率のために３Ｔのような、より高い磁場強度におけるボディコイ
ルとして、採用されている。これは、主に、無線周波数（ＲＦ）場をコイルの周りの小さ
な領域に閉じ込める環電流（ring currents）によるのに対し、前記ＲＦ場は、ＴＥＭ型
共振器の場合にコイルのはるか外側に軸方向に延びる。改善の試みとして、Ｕ字形共振器
要素を有するコイルが、提案されている（Leussler et al.: U-shaped Ladder TEM-Coil 
Structure with Truncated Sensitivity Profile in z-Direction for High Field MRI, 
ISMRM 20 (2012), 2805）。これらいわゆるＵＴＥＭ（Ｕ字形ＴＥＭ型）コイルは、横半
導体要素によりバードケージ型コイルのリングの機能を模倣し、したがって、コイルの外
側にＲＦ場を閉じ込めることもできる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　閉じ込められたＲＦ場を持つ、ＲＦ安全目的で離調回路、給電ケーブル及びＲＦピック
アップコイルに対して有利に使用されることができる規定されたＲＦ接地を持つ、ＭＲ撮
像に対するＴＥＭ型共振器を採用することができることが望ましい。
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、コイルの外側のＲＦ場の改善された現象を持つＴＥＭ型
ＲＦアンテナを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様において、この目的は、検査空間の軸方向を規定する実質的に静止主磁
場を持つ前記検査空間を持つ磁気共鳴（ＭＲ）撮像システムに対する無線周波数（ＲＦ）
アンテナ装置により達成され、前記ＲＦアンテナ装置は、
  導電性材料から作られる複数のラング（rung）を持ち、前記複数のラングの各ラングは
、動作状態において実質的に前記軸方向に平行に配置される少なくとも１つの軸部材を持
ち、前記複数のラングの前記軸部材は、中心軸について実質的に等間隔の関係で方位角方
向に沿って配置され、前記ラングの各々の前記少なくとも１つの軸部材が、２つの端部領
域を持ち、前記方位角方向に関して隣接して配置される前記複数のラングの少なくとも２
つのラングに対して、各ラングが、当該ラングのみの前記軸部材の前記端部領域の一方に
ガルバニックに（galvanically）接続される少なくとも１つの横部材を有し、動作状態に
おいて、前記隣接するラングの前記少なくとも１つの横部材は、少なくとも実質的に同一
の方位角座標を持つ前記２つのラングの前記横部材の各々における少なくとも１つの場所
が存在するように実質的に配置される。
【０００６】
　当業者に既知であるように、ＭＲ撮像システムの検査空間内の場所は、ほとんどの場合
、主磁場の軸方向に関する回転対称性のため、円筒座標を使用して最良に記述され、円筒
座標系のｚ軸は、通常、前記主磁場の軸方向とアラインされる。動作状態において、前記
ＲＦアンテナ装置の中心軸は、ｚ軸と一致する。
【０００７】
　本明細書で使用される表現「方位角によって」は、特に、円筒座標系のｚ軸について方
位角方向においてアラインされると理解されるべきである。
【０００８】
　本明細書で使用される表現「端部領域」は、特に、前記ラングの端部において始まり、
前記ラングの延在長の３分の１、好ましくは４分の１、最も好ましくは５分の１に到達す
る領域として理解されるべきである。
【０００９】
　本明細書で使用される表現「横部材」は、特に、６０°以下、好ましくは４５°以下、
最も好ましくは、３０°以下だけ直角と異なる角度の辺を形成するように前記軸部材に関
してアラインされる部材として理解されるべきである。
【００１０】
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　これにより、前記ＲＦアンテナ装置は、隣接するラングの前記横部材の間の直接的なガ
ルバニック接続を持つことなしに、しかしながら、前記ＲＦアンテナ装置のＲＦ場に対す
る閉じ込め効果とともに、バードケージコイルの環電流と同様の電流分布を持つ横電磁モ
ード（ＴＥＭ）で駆動されることができる。表現「直接的なガルバニック接続」は、特に
、前記２つの横部材とは別個の追加の接続部分を含まない前記横部材間のガルバニック接
続として理解されるべきである。
【００１１】
　有益な副作用として、前記隣接するラングの間の電磁結合は、増大され、結果として、
前記ＲＦアンテナのほとんどの共振モードの分裂の上昇を生じ（すなわち、２つの連続す
る共振周波数の周波数における差が、増大された結合に対して増大する）、これは、動作
の２チャネル又はクワドラチャ（quadrature）モードに対して有利である。
【００１２】
　本発明の他の態様において、前記ＲＦアンテナ装置は、動作の第１の時間において原子
核の共鳴励起のために前記検査空間にＲＦ場を印加するし、前記動作の第１の時間とは異
なる動作の他の時間において前記原子核により発せられた磁気共鳴ＲＦエネルギを受信す
るように設けられる。これにより、改善されたパワー感度及び信号対雑音比を持つ送受信
ＲＦアンテナが、達成されることができる。
【００１３】
　好ましくは、前記ＲＦアンテナ装置は、前記ＲＦアンテナ内に配置されることができる
人体のいかなる部分からも視野が選択されることができるように、横電磁モード（ＴＥＭ
）共振器型ボディコイルとして動作されるように設けられる。
【００１４】
　好適な実施例において、隣接して配置された前記ラングの各々の前記横部材は、実質的
に同一の方位角座標を持つ前記２つのラングの前記横部材の前記少なくとも１つの場所が
、前記ＲＦアンテナ装置の中心軸に関して実質的に同一の動径座標をも持つように実質的
に配置される。これにより、前記ラングは、動径方向において小さい空間を占めるような
形で構成されることができ、これは、管状の検査空間において極めて重要である。
【００１５】
　他の好適な実施例において、隣接して配置された前記ラングの各々の前記横部材は、実
質的に同一の方位角座標を持つ前記２つのラングの前記横部材の前記少なくとも１つの場
所が、実質的に同一の軸座標をも持つように実質的に配置される。これにより、前記ラン
グは、軸方向において小さな空間を占めるような形で配置されることができ、前記ＲＦア
ンテナ装置の軸方向の長さを短い状態に保つ。
【００１６】
　好ましくは、方位角方向に関して隣接して配置される前記複数のラングの１つのラング
の少なくとも１つの横部材の中心線は、空間において直線である。本明細書で使用される
表現「中心線」は、特に、延在の方向に垂直な面において前記横部材の潜在的な断面の幾
何学的中心を表す多数の点として理解されるべきである。空間内の前記直線は、動径成分
及び（ｚ方向における）軸方向成分を有しうる。これにより、バードケージコイルのリン
グ内の電流分布は、非常に容易な形で建設的に模倣されることができる。
【００１７】
　方位角方向に関して隣接して配置される前記複数のラングの少なくとも１つのラングの
中心線は、少なくとも２つの実質的に直線部分を有してもよく、前記２つの直線部分は、
鈍角を形成するように配置される。空間内の２つの直線により形成される角度は、前記２
つの直線の方向を表す空間内の２つの正規化ベクトルのドット積を構築することにより決
定されうる。これにより、隣接して配置されたラングのより大きな重複が、達成されても
よく、結果として、前記ＲＦアンテナ装置のＲＦ場の改善された閉じ込めを持つ、より大
きな模倣電流、及び前記ラングのより強力な電磁結合を生じる。
【００１８】
　バードケージコイルの環電流の改善された模倣は、少なくとも１つの前記横部材の中心
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線が曲線として成形される場合に、達成されることができる。これは、特に、前記曲線が
、前記曲線の端点以外の全ての場所で微分可能である場合に、真である。前記曲線は、シ
ミング目的で変曲点を有してもよい。
【００１９】
　他の好適な実施例において、前記曲線は、実質的に、円弧の一部である。結果として、
前記ＲＦ場に対する前記ラング内の電流の寄与は、バードケージコイルの環セグメントの
電流に対する近い近似でありうる。前記隣接して配置されたラング内のこのような電流の
重ね合わせは、結果として前記バードケージコイル内の環電流の素晴らしい模倣を生じう
る。
【００２０】
　本発明の他の目的は、中に関心対象を配置するように設けられた検査空間と、前記検査
空間において実質的に静止主磁場を生成する主磁石であって、前記実質的に静止主磁場が
、前記検査空間の中心軸に平行に向けられる、主磁石と、ＲＦアンテナ装置の開示された
実施例の少なくとも１つ又は組み合わせを有する磁気共鳴ＭＲ撮像システムを提供するこ
とである。
【００２１】
　本発明のこれら及び他の態様は、以下に記載される実施例を参照して説明され、明らか
になる。このような実施例は、本発明の完全な範囲を必ずしも表すものではなく、しかし
ながら、したがって、請求項が参照され、ここで本発明の範囲を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明による無線周波数（ＲＦ）アンテナ装置を含むＭＲ撮像システムの一実施
例の一部の概略図である。
【図２】図１の実施例に従うＲＦアンテナ装置の３Ｄビューである。
【図３】本発明によるＲＦアンテナ装置の代替実施例の３Ｄビューである。
【図４】本発明によるＲＦアンテナ装置の他の代替実施例の３Ｄビューである。
【図５】従来のものと比較される本発明による様々なＲＦアンテナ装置に対する模倣され
るＲＦ場分布を示す。
【図６】従来のものの共振スペクトルと比較される本発明によるＲＦアンテナ装置の共振
スペクトルを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　この記載は、本発明の複数の実施例に関する。個別の実施例は、特定の図又は図のグル
ープを参照して記載され、特定の実施例の識別番号により識別される。全ての実施例にお
いて同じ又は基本的に同じ機能を持つフィーチャは、関係する実施例の識別番号で構成さ
れる参照番号により識別され、前記フィーチャの番号が続く。一実施例のフィーチャが、
対応する図描写に記載されていない、又は図描写において述べられていない参照番号が図
自体に示されていない場合、先の実施例の記載が参照されるべきである。
【００２４】
　図１は、ＭＲスキャナ１１２を有する磁気共鳴（ＭＲ）撮像システム１１０の一実施例
の一部の概略図を示す。ＭＲ撮像システム１１０は、実質的に静止磁場を生成するように
設けられる主磁石１１４を含む。主磁石１１４は、関心対象１２０、通常は患者が中に配
置されるように中心軸１１８の周りに検査領域１１６を提供する中心ボアを持つ。明確性
のため、前記患者を支持する従来の台は、図１において省略されている。前記実質的に静
止磁場は、中心軸１１８に平行にアラインされる検査空間１１６の軸方向１３８を規定す
る。原理的には、本発明は、静止磁場内に検査領域を提供する他のタイプのＭＲ撮像シス
テムにも適用可能である。更に、ＭＲ撮像システム１１０は、前記静止磁場に重ねられる
傾斜磁場を生成するように設けられる磁場傾斜コイルシステム１２２を有する。磁場傾斜
コイルシステム１２２は、当技術分野において周知であるように、主磁石１１４のボア内
に同心円状に配置される。
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【００２５】
　更に、ＭＲ撮像システム１１０は、関心対象１２０の原子核を励起するようにＲＦ送信
フェーズ中に検査空間１１６にＲＦ磁場を印加するように設けられる全身コイルとして設
計される無線周波数（ＲＦ）アンテナ装置１４０を含む。ＲＦアンテナ装置１４０は、Ｒ
Ｆ受信フェーズ中に前記励起された原子核からＭＲ信号を受信するようにも設けられる。
ＭＲ撮像システム１１０の動作状態において、ＲＦ送信フェーズ及びＲＦ受信フェーズは
、連続した形で行われる。ＭＲ撮像システム１１０は、ＭＲスキャナ１１２の機能を制御
するように設けられるＭＲ撮像システム制御ユニット１２６を有する。
【００２６】
　ＲＦアンテナ装置１４０は、中心軸１４２（図２）を持ち、動作状態において、ＲＦア
ンテナ装置１４０の中心軸１４２及びＭＲ撮像システム１１０の中心軸１１８が一致する
ように主磁石１１４のボア内に同心円状に配置される。当技術分野において周知であるよ
うに、円筒形金属ＲＦスクリーン１２４が、磁場傾斜コイルシステム１２２とＲＦアンテ
ナ装置１４０との間に同心円状に配置される。
【００２７】
　ＲＦ送信器ユニット１３０は、前記ＲＦ送信フェーズ中にＲＦ切り替えユニット１３２
を介してＲＦアンテナ装置１４０にＭＲ無線周波数のＲＦパワーを供給するように設けら
れる。ＲＦ受信フェーズ中に、ＲＦ切り替えユニット１３２は、ＲＦアンテナ装置１４０
からのＭＲ信号をＭＲ撮像システム制御ユニット１２６内にあるＭＲ画像再構成ユニット
１２８に向ける。この技術は、当業者に周知であり、したがって、ここに更に詳細には記
載される必要がない。
【００２８】
　図２は、図１の実施例に従うＲＦアンテナ装置１４０の３Ｄビューである。ＲＦアンテ
ナ装置１４０は、銅のような導電性材料から作られる複数の２０のラング１４４を有する
。前記複数のラングの各ラング１４４は、動作状態において、軸方向１３８に実質的に平
行に配置され、軸方向１３８に延びる１つの軸部材１４６を含む。
【００２９】
　ラング１４４は、図２において線のように示される。ラング１４４は、中心軸１４２の
方向に垂直な、より幅広い延長部を持ちうる。この場合、図１に示される線は、ラング１
４４の中心線を表すと理解される。
【００３０】
　複数の２０のラング１４４の軸部材１４６は、ＲＦアンテナ装置１４０の中心軸１４２
に関する実質的に等間隔の関係において方位角方向に沿って配置される。
【００３１】
　ラング１４４の各々の軸部材１４６は、２つの端部領域１４８、１５０を持つ。ラング
１４４の各々は、２つの横部材１５２、１５４を有する。２つの横部材１５２、１５４の
１つの各々は、当該ラング１４４のみの軸部材１４６の端部領域１４８、１５０の１つに
ガルバニックに接続される。ラング１４４の各々の各端部領域１４８、１５０において、
横部材１５２、１５４及び軸部材１４６は、１５°以下だけ直角と異なる角度の２つの辺
を形成する。
【００３２】
　図２に示されるように、方位角方向１３４に関して隣接して配置される複数の２０のラ
ング１４４の各２つのラング１４４'１４４"に対して、動作状態において、隣接するラン
グ１４４'１４４"の横部材１５２、１５４は、横部材１５２、１５４の一部１５６、及び
これとともに特に少なくとも同一の方位角座標を持つ２つのラング１４４'、１４４"の横
部材１５２、１５４の各々における少なくとも１つの場所が存在するように実質的に配置
される。図示の目的で、より定性的な形で２つの隣接して配置されたラング１４４'、１
４４"の相対的な構成を記述する他の態様は、これらが、軸方向１３８及び／又は動径方
向１３６において見られる場合に「部分的に重複する」ものである。
【００３３】
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　図２のＲＦアンテナ装置１４０の実施例において、隣接するラング１４４'、１４４"の
横部材１５２、１５４は、同一の方位角座標を持つ横部材１５２、１５４の存在する部分
１５６の他に、動作状態において、及びＲＦアンテナ装置１４０が導入される場合に、部
分１５６が、動径方向１３６における検査空間１１６の中心軸１１８までの場所の距離を
記述する同一の動径座標度を持つように実質的に配置される。
【００３４】
　複数の２０のラング１４４のラング１４４の横部材１５２、１５４の各々は、円筒軸が
ＲＦアンテナ装置１４０の中心軸１５２と一致し、半径がラング１４４の動径座標と同一
である、仮想的な円形円筒の外側面１６４に正接する面内に配置され、空間内の直線であ
る、中心線を持つ。互いに直接的に及びガルバニックに接続される横部材１５２、１５４
の各々の２つの直線部分１５８は、鈍角１６２を形成するように配置される。ラング１５
５の軸部材１４６に関する遠位端１６０において、横部材１５２、１５４の各々は、キャ
パシタ（図示されない）を介してＲＦスクリーン１２４に接続される。
【００３５】
　図２のＲＦアンテナ装置１４０は、横電磁モード（ＴＥＭ）共振器型ボディコイルとし
て動作されるように設けられる。キャパシタは、ＲＦアンテナ装置１４０を所望の共振に
同調させるために、及び電場の意図された分布を達成するために全てのラング１４４に配
置されてもよい。ＲＦアンテナ装置１４０のＲＦ給電は、ＲＦスクリーン１２４に対して
容量的に、及び誘導的に実現されてもよい。これらの技術及び実施例は、標準的なＴＥＭ
共振器型コイルから当業者に既知であるものと同様である。
【００３６】
　ラング１４４の横部材１５２、１５４内を流れる電流からの磁場は、バードケージ型ボ
ディコイルの環電流により生成される磁場を模倣するように効果的に加算し、これは、結
果として、以下に記載されるように、ＲＦアンテナ装置１４０の外側の前記ＲＦ場の減少
を生じる。
【００３７】
　図３は、複数の２０のラング２４４を有する、本発明によるＲＦアンテナ装置２４０の
代替実施例の３Ｄビューである。ここで、方位角方向に隣接するラング２４４'、２４４"
の横部材２５２、２５４は、同一の方位角座標を持つ横部材２５２、２５４の存在する部
分２５６の他に、部分２５６が、ＲＦアンテナ装置２４０の中心軸２４２に沿った位置を
記述する同一の軸方向座標をも持つように実質的に配置される。
【００３８】
　複数の２０のラング２４４のラング２４４の横部材２５２、２５４の各々は、２つの直
線部分２５８'、２５８"を有する中心線を持ち、前記２つの直線部分は、空間内の直線で
あり、ＲＦアンテナ装置２４０の中心軸２４２に垂直である面内に配置される。互いに直
接的に及びガルバニックに接続される横部材２５２、２５４の各々の２つの直線部分２５
８'、２５８"は、鈍角２６２を形成するように配置される。これらがガルバニックに接続
されるラング２４４の軸部材２４６に関する遠位端２６０において、横部材２５２、２５
４の各々は、キャパシタ（図示されない）を介してＲＦスクリーン２２４に接続される。
図２から、２つの隣接したラング２４４'、２４４"の間の電磁結合が、従来のＴＥＭ型共
振器に対するものより大幅に大きくてもよいことが、明らかになる。これは、ＲＦアンテ
ナ装置２４０の共振モードの周波数の分裂の有利な上昇を生じる。
【００３９】
　このＲＦアンテナ装置２４０のラング２４４の横部材２５２、２５４は、第１の直線部
分２５８'が第１の角度だけ軸部材２４６について傾けられたように、及び第２の直線部
分２５８"が第２の角度だけ第１の部分２５８'と第２の直線部分２５８"との間のヒンジ
接続について傾けられたように見られることができる。この外観から、及びラング２４４
のＵ字形状から、本発明によるＲＦアンテナ装置４０は、傾けられたＵ字形ＴＥＭ（ｔＵ
ＴＥＭ）型共振器設計のものであると称されうる。
【００４０】
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　図４は、本発明によるＲＦアンテナ装置３４０の他の代替実施例の３Ｄビューであり、
複数のラング３４４のラング３４４の横部材３５２、３５４の２つの直線部分３５８'、
３５８"は、方位角方向３３４に関して隣接して配置される複数の２０のラング３４４の
各２つのラング３４４'、３４４"に対して、動作状態において、隣接したラング３４４'
、３４４"の横部材３５２、３５４は、同一の方位角座標のみ、及び異なる軸方向及び動
径座標を持つ横部材３５２、３５４の部分３５６が存在するように配置される。
【００４１】
　本発明によるＲＦアンテナ装置の他の実施例において、前記ＲＦアンテナ装置のラング
は、曲線として成形され、前記曲線の端点以外の全ての場所で微分可能であり、特に円弧
の一部のように成形される中心線を持つ横部材を持ちうる。前記横部材の各々は、前記Ｒ
Ｆアンテナ装置の中心軸と一致する中心軸を持つ仮想的な円形円筒の外側面にあってもよ
い。このようなＲＦアンテナ装置の利点は、特に、滑らかなＲＦ場分布にある。
【００４２】
　図５は、従来のものと比較される本発明による様々なＲＦアンテナ装置に対するシミュ
レートされたＲＦ場分布を示す。縦座標に示されるのは、無負荷条件に対するＲＦアンテ
ナ装置４０（空のＲＦアンテナ装置４０）の中心軸４２に沿ったＲＦ磁場Ｈ１＋の振幅で
ある。凡例において、パラメータ「環パーセンテージ」は、上記の方位角「重複」、すな
わち、どれだけ１つのラング４４'の横部材５２、５４が方位角方向に隣接して配置され
たラング４４"の方向に到達するかを示し、１００％は、１つのラング４４'の横部材５２
、５４が隣接したラング４４"まで到達し、したがって、少なくとも同一の方位角座標を
持つ２つの隣接したラング４４'、４４"の横部材５２、５４の各々におけるただ１つの場
所が存在することを意味する。従来のＴＥＭ型共振器ボディコイルに対して、このパラメ
ータは０％に等しく、［１］において提案されたＵ字形共振器要素に対して、前記パラメ
ータは１００％に制限される。本発明によるＲＦアンテナ装置４０の利点は、パラメータ
１５０％及び２００％に対して図５に示されるようにＲＦアンテナ装置４０の外側の減少
されたＲＦ場強度から明らかである。
【００４３】
　図６は、本発明によるＲＦアンテナ装置４０のラング４４の間のより強力な電磁結合の
有益な副作用を示す。図６の右側には、図６の左側に示される従来のＴＥＭ型共振器の共
振モード周波数スペクトルと比較する、第２の次の隣接したラング４４まで延在する横部
材５２、５４を持つラング４４を有する（すなわち、環パラメータが２００％に等しい）
本発明によるＲＦアンテナ装置４０の共振モード周波数ｆresが示される。前記ＲＦアン
テナ装置の両方が、前記ラング内に各々配置される３０ｐＦの４つの固定キャパシタで、
前記ラングをＲＦスクリーン２４に接続するキャパシタンスの関数として１２８ＭＨｚの
共振周波数に同調される。示されるように、強力な結合は、１２８ＭＨｚの意図された共
振周波数から離れた他の未使用かつ不所望な共振モード周波数ｆresのほとんどの著しい
シフトを引き起こす。
【００４４】
　本発明は、図面及び先行する記載に詳細に図示及び記載されているが、このような図示
及び記載は、説明用又は典型的であり、限定的ではないと見なされるべきであり、本発明
は、開示された実施例に限定されない。開示された実施例に対する他の変形例は、図面、
開示及び添付の請求項の検討から、請求された発明を実施する当業者により理解及び達成
されることができる。請求項において、単語「有する」は、他の要素又はステップを除外
せず、不定冠詞「１つの」は、複数を除外しない。特定の方策が相互に異なる従属請求項
に記載されているという単なる事実は、これらの方策の組み合わせが有利に使用されるこ
とができないことを示さない。請求項内のいかなる参照符号も、範囲を限定するように解
釈されるべきではない。
【符号の説明】
【００４５】
１０　磁気共鳴撮像システム
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１２　ＭＲスキャナ
１４　主磁石
１６　検査空間
１８　中心軸
２０　関心対象
２２　磁場傾斜コイルシステム
２４　無線周波数スクリーン
２６　ＭＲ撮像システム制御ユニット
２８　ＭＲ画像再構成ユニット
３０　無線周波数送信器ユニット
３２　無線周波数切り替えユニット
３４　方位角方向
３６　動径方向
３８　軸方向
４０　無線周波数アンテナ装置
４２　ＲＦアンテナ装置中心軸
４４　ラング
４６　軸部材
４８　端部領域
５０　端部領域
５２　横部材
５４　横部材
５６　横部材の部分
５８　直線部分
６０　遠位端
６２　鈍角
６４　外側円筒面
Ｈ１＋　ＲＦ磁場振幅
ｆres　共振モード周波数
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